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が現れ,空 中高 く躍 り上が り,直ぐ水中に姿を没する。これは 日記に記すこと
も出来ないほどの恐怖に彼を陥れた。以後それは作品の表面には二度と姿を現





生をかこちがちであったが,い まにして思えぽ,こ こまで生きのびて,歴 史の
裏表を見る事ができるのは個人を越えた経験であ り,若い頃の個人の凡庸な夢









る。そもそも何の犠牲 もなくて,こ の世界史の大転換が有 り得たであろうか。
女学校の高学年から日本は戦時体制に入った。その時まで,英文学に進みた
いと考えていたのが,諦 めざるを得なくな り,よ うやく学問の興味を知 りかけ
ていた私は強い挫折感を覚えた。方向転換して,奈 良の女子高等師範の国語漢
文科に進んだが,そ こを卒業 して,東北の女学校に赴任 し,病を得て帰郷し,
療養中に戦争が終った。戦後初めて女子に解放された京都大学の英語 ・英文学
科にはい り,失われた ものを取 り戻そ うとした。その大学卒業の頃病気が再発
し手術し,そ して長い療養生活が続いた半生であった。
B29戦闘機の爆音 と灯火管制の暗い夜か ら解放されて,爽 やかな五月の美し
い青い空の下,賀 茂大橋を渡って,京都大学の方向に歩いていた。無論排気ガ

























吉田分校におられたので,講 義を伺 う機会はなかったが,お 宅へ何度かお伺い
した。先生の 『現代英文学の課題』は,T.S.エリオットとジョン ・ミドル ト
ン ・マ リイを扱った小冊子で,戦 争中の昭和十七年に出版された。その頃奈良





究 も,よ うや く隆盛に向かい,英 文学の各種の学会は盛んである。い よいよ海






して錦絵のような景色 とな り,晩秋,初 冬には遠 くに重な り合 う北山はしぼし
ぼ時雨に包まれる。寒 くなり始めるといつの間にか鴨川に,真 っ白なゆ りかも
めがシベ リアから吹雪 きのように飛んでくる。まだ現在では,バ スで京都の町
中を通っていると,窓外の空に常に比叡山を始め三方の山kの姿があるが,建
築物の高層化が進めばこれはお終いになる。
若い ときは人問にばか り執着 したが,いつの間にか人並みに自然の景色や四
季の移 り変わ りに関心が移 っているのに気が付 くこの頃である。
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